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在宅勤務の広がりのためか最近は ZOOM の⽂字をよく⽬にするようになった 
 
ZOOM の売上⾼、利益額はまだ⼩さいが、今回の新型コロナウイルスによる外出の⾃粛が
引き⾦となり、その需要を急激に伸ばしている。下の記事（⽇経ｘTech）が伝えるとおりで
あるが、この決算額（四半期）にはまだコロナによる追い⾵は反映されていない。 
 
「GAFAM、東証⼀部超え」と本⽇の⽇本経済新聞（次ページ）が伝えた。⽶国は情報技術
に裏打ちされた産業で世界を制覇しようとしている。この GAFAM とはまだ雲泥の差であ
るが、ZOOM はどこまで成⻑していくのか。世界の流れは情報技術抜きには語れなくなっ
ている。⽇本はこの分野にどのように⾷い込んでいくのか。 
 
Zoom ビデオコミュニケーションズ（Wikipedia） 

Zoom ビデオコミュニケーションズ（ズームビデオコミュニケーションズ、英: Zoom 
Video Communications, Inc.、設⽴ 2011 年）は、アメリカ合衆国カリフォルニア州サンノ
ゼに本社をおく企業。クラウドコンピューティングを使⽤した Web 会議サービス Zoom を
提供する。 
 
ビデオ会議のズームは増収増益、新型コロナ対策特需は来期の追い⾵に 
                            ⽇経ｘTech 2020.03.06 
 ビデオ会議サービスを⼿がける⽶ズーム・ビデオ・コミュニケーションズ（Zoom Video 
Communications）の勢い
が増している。現地時間
2020 年 3 ⽉ 4 ⽇に発表し
た 2020 会計年度第 4 四
半期（2019年11⽉〜2020
年 1 ⽉期）の決算によれ
ば、売上⾼が前年同期⽐
約 78%増の約 1 億 8830
万⽶ドル、GAAP（⽶国会
計基準）ベースの営業利
益は同 92％増の約 1060
万⽶ドルとなり、増収増
益だった（発表資料） 



 
 
 
 
 
 
 


